
江
戸
か
ら
未
来
へ
続
く
道

日
光

杉
並
木
街
道
を
歩
く

日
光

杉
並
木
街
道
を
歩
く

散
策マップ



佐久山

喜連川
氏家

奥 

州 

道 

中

白沢

古河

野木

間々田
小山

新
田

小
金
井

石
橋

結
城
武
井

飯
塚

壬
生

雀
宮

多
功

宇都宮

徳次郎

大沢

大桑
高徳

大原
藤原

梁田
天明

犬伏
富田

日
光
例
幣
使
道

栃木
合戦場

金崎
楡木

奈佐原

日
光
道
中
壬
生
通

鹿沼

文挟

板橋

今市

鉢石
日光山

会
津
西
街
道

関
宿
通
り
多
功
道

日 

光 

道 

中

徳川家康像（栃木県立博物館蔵）

日
光
杉
並
木
を
あ
る
く

日光へ至る主な街道と宿場

　
杉
並
木
の
は
じ
ま
り
に
は
、
江
戸
幕
府
（
一
六
〇
三
〜
一
八
六

七
）
を
開
い
た
徳
川
家
康
に
よ
る
五
街
道
の
整
備
と
家
康
を

祀
る
た
め
に
建
造
さ
れ
た
東
照
宮
（
は
じ
め
は
東
照
社
と
よ
ば
れ

て
い
ま
し
た
）
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
光
へ
つ
づ
く
街
道
の
整
備

　
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
て
ま
も
な
く
、
日
光
へ
と
向
か
う
三

本
の
街
道
（
日
光
道
中
・
日
光
例
幣
使
道
・
会
津
西
街
道
）
に
宿
場
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
東
照
大
権
現
」
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
家
康
の
命
日
に
合
わ
せ
、
将
軍
家
が
日
光
道
中
と

脇
街
道
の
ひ
と
つ
日
光
道
中
壬
生
通
を
利
用
し
て
日
光
へ
向

け
て
参
拝
し
た
行
事
が「
日
光
社
参
」で
し
た
。
天
保
十
四（
一

八
四
三
）
年
の
十
二
代
将
軍
家
慶
に
よ
る
社
参
ま
で
の
十
九
回

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

杉
並
木
の
は
じ
ま
り
と
植
樹

　
杉
並
木
は
、
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
、
家
康
の
家
臣
で
相

模
国
甘
縄
藩
（
現
・
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
の
大
名
・
松
平
正
綱
が

街
道
に
杉
を
植
え
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、

約
二
十
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
植
樹
し
、
東
照
宮
へ
寄
進

し
ま
し
た
。
杉
並
木
の
植
樹
は
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
ま
で

に
三
里
（
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
余
り
行
わ
れ
、
慶
安
元
（
一
六

四
八
）
年
頃
ま
で
段
階
的
に
植
樹
が
延
長
さ
れ
、
現
在

の
杉
並
木
街
道
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
杉
並
木
は
日
光
道
中
・
日
光
例
幣
使
道
・
会
津
西

街
道
の
う
ち
、
日
光
市
域
の
両
側
に
残
る
総
延
長
三

十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
が
あ
り
、「
日
光
杉
並
木

街
道
」
と
し
て
日
本
で
唯
一
、
特
別
史
跡
・
特
別
天

然
記
念
物
の
二
重
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
世

界
で
最
も
長
い
並
木
道
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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日光杉並木にのみ自生するナミキチゴユリ
（撮影：今市の自然を知る会・神山隆之氏）

中空コンクリートブロック（ポカラ）
工法による樹勢回復事業 （日光市瀬川）

川
瀬
巴
水
に
よ
る
版
画
「
日
光
街
道
」（
昭
和
5
﹇
1
9
3
0
﹈
年
、
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
）

　
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
正
綱
は
杉
を
植
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

は
っ
き
り
し
た
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
杉
が
植
え
ら
れ

て
い
る
場
所
が
日
光
神
領
（
東
照
宮
な
ど
の
年
貢
を
集
め
る
た
め
の

領
地
）
で
あ
り
、
東
照
宮
へ
向
か
う
参
道
と
し
て
た
く
さ
ん

の
杉
を
植
え
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

杉
並
木
保
護
の
現
状
と
対
策

　
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
三
月
末
現
在
の
杉
の
本
数
は
一
万

二
〇
五
二
本
で
、
植
え
ら
れ
た
当
時
は
約
五
万
本
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
月
日
の
経
過
や
強
風
や
落
雷
と
い
っ
た
自

然
災
害
な
ど
で
杉
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ

六
十
年
余
り
で
は
約
四
千
本
以
上
の
杉
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
杉
並
木
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
、
法
律
（
文
化
財
保
護
法
）

に
よ
る
制
限
や
杉
並
木
の
敷
地
の
外
側
に
保
護
用
地
を
つ
く

る
ほ
か
、「
ポ
カ
ラ
」
と
い
う
中
が
空
い
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
埋
め
て
、
杉
の
根
が
伸
び
ら
れ
る
空
間

を
つ
く
っ
た
り
、
杉
並
木
を
通
る
自
動
車
を
少
な
く
す
る
た

め
の
バ
イ
パ
ス
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
は
多
く
の
資
金
が
必
要
に
な
る

た
め
、杉
並
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
に
は
杉
並
木
の
杉
一
本
を
一
千
万
円
で
購

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
資
金
の
運
用
益
を
杉
並
木

の
保
護
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
杉
並
木
の
土
地
は
昔
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
植
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
「
ナ
ミ
キ
チ
ゴ
ユ
リ
」
と

い
う
植
物
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
荘
厳
な
雰
囲
気
漂
う
杉
並
木
。
四
百
年
の
時
を
超

え
、
歴
史
の
証
人
と
し
て
人
び
と
を
見
て
き
た
そ
の

姿
を
、
実
際
に
現
地
で
歩
い
て
体
感
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。



　「世界に誇れる並木杉が極めて憂うべき状態に放
置されている。･･･こんな状態では、並木は駄目にな
る」。1950年代、杉並木保護の緊急性を訴え続け
た研究者がいました。その人物の名は鈴木丙馬
（1906～1983）。明治中期以降の道路整備や宅地造成
などによって並木敷が削られ、根が切断されてしま
うことで、杉にとっては危険な状況でした。こうし
た中、戦後の自動車による交通インフラ整備に対し、
杉並木の生育環境保全のためのバイパス建設による
保護を唱え、現在の杉並木保護対策の礎を築いた人
物です。
　鈴木は専門である造林学の観点から、昭和12
（1937）年から日光杉並木を対象に調査をはじめ、「杉
の戸籍」となる総本数を確認。樹高や幹の太さ、枝
の形状、そして根の実態を知るために土壌や地層、
地下水位などを調べながら、
杉並木保護と道路整備の共存
方法を探っていました。そし
て、鈴木が最も訴えていたの
は杉並木の根系保護でした。
そのための主な緊急保存対策
として、①並木の両外側を買い
上げて並木敷を拡幅、②バイパ

スの新設と現道の歩道化、③交通規制の実施などを、
昭和49（1974）年に提案しました。
　鈴木が提案したこれらの対策は、現在の杉並木保
護事業として次の世代へ杉並木を遺すべく、しっか
りと受け継がれています。

　日光杉並木を次の世代へ引き継いでいくために
は、並木敷内の下草刈りや清掃などを継続して維
持・管理を行っていく必要があります。雑草が生い
茂ったり、杉の葉や枝が積もってしまったりするこ
とによる杉の生育を妨げるリスクがあるからです。
　県では、平成20（2008）年からスタートした「杉
の並木守」という日光杉並木保護活動ボランティア
を募集し、月1回程度のペースで、杉並木周辺の清
掃や下草刈りなどの保護活動を行っています。

　「杉の並木守」は、日光街道・会津西街道・例幣
使街道の全長37kmを区域ごとに11班に分けて活
動しています。また毎年、はじめて活動に参加する
方を対象とした講習会を開催し、日光杉並木への理
解を深めながら活動に従事しています。
　こうしたボランティア活動が、貴重な文化財であ
り景観をつくっている日光杉並木を守り続け、後世
へと受け継いでいく橋渡しをしています。

杉並木保護に尽力した
「杉博士」鈴木丙馬

みんなで杉並木を守るために

すず  き  へい  ま

杉
の
年
輪
を
計
測
す
る
鈴
木
丙
馬
。
現
在
、

こ
の
杉
は
日
光
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示

さ
れ
て
い
る
（
写
真
提
供
：
日
光
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

例
幣
使
街
道
の
杉
並
木
（
大
正
15
﹇
1
9
2
6
﹈
年
頃
、
日
光
市
吉
沢
、

『
栃
木
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』﹇
第
一
輯
﹈
よ
り
）

「杉の並木守」による下草刈り

鈴
木
丙
馬
（
写
真
提
供
：
日
光
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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栃木県（2019年）『日光杉並木街道保存活用計画』
下野新聞社編（2000年）『とちぎ20世紀・上巻』下野新聞社
「杉並木物語」編集委員会編（1993年）『杉並木物語』今市市教育委員会
栃木県教育委員会事務局文化財課編（2008年）『栃木県歴史の道調査報告書  第一集』
栃木県教育委員会事務局文化財課編（2011年）『栃木県歴史の道調査報告書  第二集』
栃木県教育委員会事務局文化財課編（2015年）『栃木県歴史の道調査報告書  第三集』
日光市歴史民俗資料館編（2024年改訂）「特別史跡 特別天然記念物 日光杉並木街道」

（順不同）協力者 参考文献

日光市歴史民俗資料館

栃木県立博物館

今市の自然を知る会

4月17日、徳川家康が駿府（静岡）にて死去（享年75歳）����

東照宮奥社に杉苗を植栽����

東照宮が「並木台帳」作成����

「日光杉並木街道保護基金」を設置����

10月4日、財団法人日光杉並木保護財団設立　����

3月、日光山に東照社（後の東照宮）竣工����

松平正綱、この頃より日光街道に杉並木の植栽開始����

松平正綱死去（73歳）
正綱の子正信が並木寄進碑を4カ所に建立

����

東照宮300年祭記念事業として日光街道へ杉苗等
約6,000本の補植実施

����

8月、五十里湖決壊、鬼怒川大洪水で大桑の並木寄進碑流失����

松平正貞（上総大多喜城主）、大桑の並木寄進碑を再建����

大桑の並木寄進碑3回目の建立。今市で杉線香を作り始める����

3月8日、「日光並木街道 附 並木寄進碑」国の史蹟に指定
11月7日、栃木県が日光杉並木街道の管理者となる

����

3月29日、「日光並木街道 附 並木寄進碑」
国の特別史跡に指定

����

3月20日、「日光杉並木街道 附 並木寄進碑」に名称変更、
国の天然記念物に指定

����

10月31日、「日光杉並木街道 附 並木寄進碑」
国の特別天然記念物に指定

����

建設省「日本の道百選」に日光杉並木街道が選定される����

ギネスブック92年版に「世界一長い並木道」として掲載����

12月、「日光の社寺」がユネスコ世界文化遺産に登録����

杉並木植樹開始から、400年を迎える����

日光杉並木保護財団
公益財団法人

植樹400年を記念し、日光杉並
木を構成する三街道の3本の線が
「400」の文字を横断することで、
杉が成長し行き交う人を見守って
きたことを表現しています。
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並木寄進碑（山内）

異人石

杉並木公園

瀬川の七本杉伐採痕

大日堂先の杉並木

日光市歴史民俗資料館
追分地蔵尊

散
策
マ
ッ
プ
エ
リ
ア

日
光
道
中
壬
生
通

日
光
例
幣
使
道

日

光

道

中

奥

州

道

中

関
宿
通
り
多
功
道

会
津
西
街
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道の駅

トイレ
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一
里
塚

宿
場

杉並木街道 散
策
に
お
け
る

注
意
事
項

安全に気をつけて散策ください

史跡の中や周辺では、火気を使用せず、
ゴミは必ず持ち帰りましょう

植物を採取しないようにしましょう

木の枝や幹、根などを傷つけないように
しましょう

江戸時代の下野国
を通った主な街道

凡例

日光

異
人
石

5
 
い
 
じ
ん
 せ
き

大
日
堂
先
の
杉
並
木

9
 だ
い
 に
ち
 ど
う
 さ
き
 
 
す
ぎ
 な
み
 
き

瀬
川
の
七
本
杉
伐
採
痕

10
 
せ
 
が
わ
 
 
な
な
 ほ
ん
 す
ぎ
 ば
っ
 さ
い
 こ
ん

11

杉
並
木
公
園

 す
ぎ
 な
み
 
き
 
こ
う
 え
ん

12

日
光
市
歴
史
民
俗
資
料
館

 に
っ
 こ
う
 し
 れ
き
 し
 み
ん
 ぞ
く
 し
 り
ょ
う
 か
ん

追
分
地
蔵
尊

13
 お
い
 わ
け
 
じ
 
ぞ
う
 そ
ん

地
震
坂

16
 
じ
 
し
ん
 ざ
か

十
石
坂

15
 じ
っ
 こ
く
 ざ
か

並
木
ホ
テ
ル

14
 な
み
 
き

か
ら
か
さ
杉

17

す
ぎ

二
重
並
木

18
 
に
 じ
ゅ
う
 な
み
 
き

銀
杏
杉

6
 
い
 ち
ょ
う
 す
ぎ

並
木
太
郎

7
 な
み
 
き
 
た
 
ろ
う

砲
弾
打
ち
込
み
杉

8
 ほ
う
 だ
ん
 
う
 

 

こ
 

 
す
ぎ

松
平
正
綱
が
杉
並
木
を
植
栽
し
東
照
宮
に
寄
進
し
た
こ
と
を
称
え
、

正
綱
の
子
・
正
信
が
慶
安
元
（
1
6
4
8
）
年
に
建
て
た
石
碑
。
寄
進

碑
は
、
山
内
の
神
橋
畔
と
3
つ
の

街
道
の
大
沢
（
日
光
街
道
）・
小
倉
（
例

幣
使
街
道
）・
大
桑
（
会
津
西
街
道
）
の

計
4
カ
所
に
あ
り
、
こ
の
碑
よ
り

先
が
日
光
神
領
と
な
る
こ
と
か
ら

「
境
石
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

杉
並
木
街
道
の
保
護
と
地
域
の
文
化
継
承
の
た
め

整
備
さ
れ
た
公
園
。
公
園
が
あ
る
今
市
地
区
で
は

杉
線
香
の
生
産
が
行
わ
れ
、
か
つ
て
そ
の
製
造
や

米
挽
き
な
ど
に
も
使
わ
れ
た
水
車
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、

貴
重
な
文
化

遺
産
で
あ
る
、
旧
南

小
倉
村
（
現
・
日
光
市

小
倉
）
名
主
の
江
連
家

住
宅
と
、
二
宮
尊
徳

の
「
報
徳
仕
法
（
尊
徳

の
教
え
に
基
づ
く
農
村
の

立
て
直
し
の
こ
と
）」
に

よ
り
建
て
ら
れ
た
農

家
の
2
棟
が
移
築
・

復
元
さ
れ
て
お
り
、

農
家
は
「
そ
ば
処 

報

徳
庵
」
と
し
て
営
業

し
て
い
る
。

巨
大
な
根
が
露
出
し
、
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
。
こ
の
杉
の
よ
う
に
し
っ

か
り
と
大
地
に
根
を
張
れ
ば
人

生
も
大
丈
夫
と
の
教
訓
か
ら
、

「
人
生
杉
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

※近くに駐車場がありませんの
で、車でお越しの際はご注意
願います。

江戸時代の街道の雰囲気が残り
体感でき、人々の往来を見守り
続けた厳かな杉並木の姿を間近
で見ることができます。

七
本
の
杉
の
根
幹
が
密
着
し
て
一
株
に

な
っ
た
も
の
。
昭
和
43
（
1
9
6
8
）
年
ま
で

に
全
て
の
木
が
切
り
倒
さ
れ
て
、
現
在
は

切
り
株
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

室
瀬
と
明
神
の
境
に
あ
る
険

し
い
坂
で
、「
長
坂
」
と
も
呼

ば
れ
る
。
東
照
宮
の
社
殿
に

用
い
る
石
材
を
運
ぶ
際
、
こ

の
坂
を
登
る
の
に
苦
労
し
、

人
夫
た
ち
に
食
べ
さ

せ
た
米
が
十
石
に
及

ん
だ
こ
と
か
ら
、
十

石
坂
の
名
が
つ
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

並
木
ホ
テ
ル

14

並
木
寄
進
碑

4

（
大
桑
）

並
木
寄
進
碑

3

（
小
倉
）

並
木
寄
進
碑

2

（
大
沢
）

4 会津西／大桑
367 356 215*81

3 例幣使／小倉
132 403 770*66

2 日光／大沢
132 677 485*68

1 日光／山内
367 312 086*64

二
重
並
木

18

か
ら
か
さ
杉

17

追
分
地
蔵
尊

13

十
石
坂

15

地
震
坂

16

杉
並
木
公
園

11

瀬
川
の
七
本
杉
伐
採
痕

10

大
日
堂
先
の
杉
並
木

9

砲
弾
打
ち
込
み
杉

8

並
木
太
郎

7

銀
杏
杉

6

異
人
石

5

日
光
市
歴
史
民
俗
資
料
館

12

並
木
寄
進
碑

1

（
山
内
）

散策
  スポット

杉
並
木
街
道
を
歩
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
杉
や

景
観
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
お
す
す
め
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
3
箇
所

ご
紹
介
。
自
分
だ
け
の
杉
並
木
ス
ポ
ッ
ト
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

日光／宝殿
132 840 857*44

日
光
／
瀬
川

1
3
2 

8
1
5 
3
6
3
*
3
8

日
光
／
七
里

1
3
2 

8
4
1 

4
0
9
*
8
4

日光／瀬川
132 815 116*33

日光／瀬川
132 815 145*71

会津西／倉ヶ崎
132 880 763*32

会津西／大桑
367 325 495*88

例幣使／明神
132 700 237*31

例幣使／室瀬
132 700 551*24

日光／七本桜
132 790 126*21

日光・例幣使／小倉町
132 788 335*31

杉並木公園／日光／瀬川
132 786 891*35

日光／七里
132 842 154*34

杉
並
木
の
中
で
最
も

大
き
い
と
い
わ
れ
る

杉
。
そ
の
姿
が
美
し

く
端
正
な
こ
と
か
ら

並
木
太
郎
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
高
さ
は
38

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。

か
つ
て
近
く
に
あ
っ
た
一
番

太
郎
が
落
雷
で
枯
死
し
た
た

め
伐
採
さ
れ
、
当
時
、
二
番

太
郎
で
あ
っ
た
杉
が
現
在
の

並
木
太
郎
と
な
っ
た
。

街
道
の
西
側
だ
け
に
9
〜
15

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
幅
で
杉
が
植

え
ら
れ
、
中
央
の
杉
の
並
木
を

挟
ん
で
2
本
の
道
が
作
ら
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
、
日
光
へ
参

詣
す
る
大
名
行
列
が

す
れ
違
う
際
の
待
避

場
所
で
あ
っ
た
と
い

う
説
や
、
休
憩
場
所

と
し
て
設
け
ら
れ
た

と
の
説
が
あ
る
。

杉
の
梢
の
方
だ
け
が
奇
妙
に
枝
を
張
っ
て
葉
が
茂
っ
て
い

る
変
木
。
下
か
ら
見
上
げ
る
と
傘
を
広
げ
た
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
斜
め
に
突
き
出
た
よ

う
な
樹
形
で
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

根
元
に
大
き
な
空
洞
を
持
つ
杉
。
内

部
は
最
大
3.5
メ
ー
ト
ル
で
、
大
人
4

人
ほ
ど
が
入
れ
る
広
さ
が
あ
り
、
昔

は
雨
宿
り
や
仮
の
宿
泊
場
所
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
江
戸
か
ら
数
え
て
33
里
目
に

築
か
れ
た
「
七
本
桜
一
里
塚
」
の
、

北
側
の
塚
上
に
立
っ
て
い
る
。

昭
和
24
（
1
9
4
9
）
年
12
月
26

日
に
発
生
し
た
今
市
地
震
の

際
、
地
滑
り
に
よ
っ
て
地
表

面
が
杉
並
木
ご
と
移

動
し
、
現
在
も
そ
の

痕
跡
を
と
ど
め
て
い

る
。
地
す
べ
り
坂
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

並
木
寄
進
碑

な
み
 
き
 
き
 
し
ん
 
ひ

国
特
別

史
跡
ほ
か

（
山
内
・
大
沢
・
小
倉
・
大
桑
）

A
B
C
D
E

日光だいや川公園

七本桜交差点

水無交差点

大沢交差点

東武日光線明神駅

付近

付近

付近

付近

付近

日光／今市
132 787 574*52

杉
並
木
公
園
か
ら
日
光
方
面
へ
進
み
集
落
を
通
り
抜
け

る
と
、
左
手
（
南
側
）
奥
に
大
日
如
来
堂
が
あ
る
。
こ
こ

は
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
区
間
で
並
木
観
賞
の
た
め

石
畳
の
舗
装
が
施
さ
れ
て
お
り
、
古
い
景
観
を
と
ど
め

た
杉
並
木
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。

日
光
杉
並
木
に
関
す
る
資
料
を
中
心
と
す
る
常

設
展
示
と
、
歴
史
や
自
然
に
関
す
る
テ
ー
マ
の

企
画
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
日
光
杉
並

木
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
か
ら
、
実
際
に
杉

並
木
を
散
策
す
る
の
が
お
す
す
め
。

日
光
街
道
と
例
幣
使
街
道
の
合

流
点
に
あ
る
、
高
さ
2
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
地
蔵
尊
。
弘
法
大
師

が
日
光
の
含
満
ガ
淵
に
建
て
た

も
の
が
洪
水
で
流
さ
れ
て
今
市

宿
の
如
来
寺
に
安
置
さ
れ
、
さ

ら
に
寛
永
2
（
1
6
2
5
）
年
に
現

在
の
追
分
に
移
さ
れ
た
と
い
う

伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

明
治
時
代
、
あ
る
外
国

人
が
杉
並
木
観
賞
用
と

し
て
作
ら
せ
た
と
い
わ

れ
る
石
製
の
椅
子
。

慶
応
4
（
1
8
6
8
）
年
4
月
の
瀬
川
十
文
字
の
戦
い
（
戊
辰
戦
争
）
で
、
土

佐
藩
の
板
垣
退
助
率
い
る
新
政
府
軍
が
日
光
山
に
立
て
こ
も
る
旧
幕
府

軍
を
攻
撃
し
た
際
、
砲
弾
が
当
た
っ
た
杉
。
現
在
も
、
弾
が
命
中
し
た

時
に
で
き
た
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。

ほ
と
り

杉
並
木
散
策
の
拠
点
で
あ
り
、

杉
並
木
を
も
っ
と
知
る
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
。

立
ち
寄
り

ポ
イ
ン
ト

E

森
閑
と
し
た
雰
囲
気
に

つ
つ
ま
れ
た
杉
並
木
の

空
間
を
味
わ
え
ま
す
。

0.9 km

!
例
幣
使
街
道
は
道
幅
が
狭
く
、

交
通
量
も
多
い
で
す
。

松平正綱による植樹以前
からある杉の古木や通称
「大沢の四本杉」などが見
られます。

D
0.9 km

杉並木に木柵
を施した比較
的歩きやすい
スポットです。

C
0.7 km

並木ホテルへは手
前のスペースから
のぼってください。
（足元にご注意を）

B
0.4 km

天にそびえる程の杉
並木が、東照宮への
参道としての雰囲気
を醸し出しています。

A
0.9 km

壱

弍

参

日光杉並木街道を歩く
散策マップ

撮影
  スポット

山内

小倉

山内

小倉

壱

弍

参


